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研究成果の概要（和文）：本研究は、私立大学における英語科教員養成プログラムの英語科教育法特論の授業で行われ
た。英語科の教職免許取得希望者にとって必修の授業であり、1年間の週1回の授業であった。受講者は1年間にわたっ
て、ポートフォリオを使用することと、毎週授業で学んだことを電子掲示板に投稿することが求められた。研究の結果
、ポートフォリオとジャーナルを使用することで、学習者の視点から過去の学習経験を振り返り、理論と実践を統合す
ることができた。また、教師の視点から振り返ることで、未来の教えるイメージを視覚化することができた。要約すれ
ば、授業における絶え間ない振り返りが教職課程の学生の成長に寄与した。

研究成果の概要（英文）：The study was conducted in a methodology course on teaching English as a foreign l
anguage in pre-service teacher education program at a private university. The course was a requirement for
 students seeking an English teacher's license. The class met once per week for two semesters over the cou
rse of a year. They were required to use a teaching portfolio over the course. In addition, each week, the
 students were asked to submit a reflection journal to an electronic discussion board to reflect on what t
hey learned in class. The results showed that using teaching portfolios and weekly journals, the students 
integrated theory and practice by reflecting on their own past learning experiences from a learner's viewp
oint and visualized their future image of teaching based on reflecting from a teacher's perspective. In su
mmary, constant reflection on the course helped the student teachers professional development.
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１．研究開始当初の背景 
近年、教育学の分野では、教師が省察する
ことの重要性が認識され、この 10 年で反省
的実践(reflective practice)という用語が広く
使われるようになった（瀬川・福本, 2006)。
日本教育大学協会(2004, 2006)も、教員養成
カリキュラムにおける省察の重要性を指摘
しており、体験や省察を組み込んだ科目の充
実を推進している。このような動向は英語科
教員養成にも見られ、JACET 教育問題研究
会(2009)の調査によれば、全国の大学の 101
名の英語科教育法の担当者のうち、90%が模
擬授業を取り入れ、40%が模擬授業を録画す
ることで学生の自己評価と省察を促してい
る。 
 研究者は 2009 年度まで国立大学法人の教
員養成課程に勤務していた。そこでは、教職
関連科目の一クラスあたりの履修者は少人
数で、きめ細やかな指導が行いやすく、対面
で省察を十分に促す教育が実践できた。2010
年度から担当している私立大学の英語科教
職課程の授業では、履修者の人数が多く、指
導が行き届きにくい。しかしながら、多人数
であっても、従来の知識伝達アプローチでは
なく、社会構成主義的アプローチのほうが、
教師の成長に有効であると考えられる。そこ
で、電子ティーチング・ポートフォリオ及び
電子掲示板を活用し、授業外でも履修者同士
がオンライン上で活発に交流し、交流に基づ
いて省察する機会を増やすことは、履修者の
英語教師としての成長に寄与し、養成課程で
到達すべき教師の資質能力の保証につなが
ると考え、本研究の着想に至った。また、私
立大学の英語科教職課程の履修者を対象と
して、ティーチング・ポートフォリオを活用
した研究は、ほとんど行われていないため、
研究意義があると考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、省察を核とした英語科教職課程
の授業プログラムを開発し、英語科教員養成
のあり方を改善することを目的とした。オン
ライン上の電子ティーチング・ポートフォリ
オと電子掲示板を活用することによって、履
修者同士が授業内だけでなく授業外でも活
発に交流を図り、交流に基づいて省察する機
会を十分に与えることが可能となった。本研
究では、英語科教職課程に適した電子ティー
チング・ポートフォリオの内容、様式、評価
方法を開発し、一定期間実際に運用した上で、
プログラムの有用性を検証した。同時に、履
修者の英語教師としての成長の軌跡を明ら
かにした。 
 
３．研究の方法 
（1）3年間の研究方法 
 1 年目は、他大学及び海外の教員養成課程
におけるティーチング・ポートフォリオの活

用状況について調査するとともに、ポートフ
ォリオの内容と様式を検討した。省察を促す
授業を実践し、履修者に紙によるティーチン
グ・ポートフォリオの作成、自己・相互評価
をしてもらった。2 年目は、省察を促す授業
を継続し、電子ティーチング・ポートフォリ
オの作成と電子掲示板の活用を行った。また、
1、2年目のポートフォリオの利用状況と授業
効果を質的に比較した。3 年目は、2 年目の
実践・研究を踏まえ、電子ティーチング・ポ
ートフォリオの問題点を改善するために履
修者、他大学の英語科教職科目担当者、現職
教員からフィードバックをもらった上で、2
年目の実践を改善・継続するとともに、デー
タの分析を行うことで、省察を核にした教職
プログラムの意義と教師の成長について明
らかにした。 
（2）量的・質的分析方法 
 ここでは、電子掲示板の分析に使用した方
法を示す。量的分析として、データマイニン
グを用い、1 年分全履修者の電子掲示板の文
字データ（1051 の書きこみ）を単語頻度解
析、係受け頻度解析、特徴語抽出することで、
履修者の学びの特徴を明らかにした。 
 質的研究においては、1 週分のデータに焦
点を当て、詳細な分析を行った。分析対象は
履修者が、毎週投稿した掲示板の振り返りの
うち、前期授業の 9 回目に投稿された記述 
58 名分（男子 19 名、女子 39 名）であっ
た。分析方法として Gendlin ら（Gendlin 
&Hendricks、 2004）が開発した理論構築法
Thinking at the Edge（TAE）（近年、得丸
（2010）が質的研究法へ応用）を用いた。分
析過程は、大きく分けて「フェルトセンスか
ら語る」（ステップ 1～5）、「実例からパター
ンを引き出す」（ステップ 6～8）、「理論を形
成する」（ステップ 10～14）の 3 部で構成
されている。分析にあたり、掲示板に書かれ
た記述を印刷し、何度も読みこんだ。明確に
言語化できないが漠然と身体的に感じられ
る感覚を言語化した。 
 
４．研究成果 
（1）量的研究結果 
 量的研究結果として以下のことが明らか
になった。単語頻度分析において、上位頻出
名詞は、「授業、生徒、教師、英語、重要性、
私、必要性、文法」であった。また、上位頻
出動詞は、「学ぶ、考える、する、使う、感
じる、持つ、聞く、思う」であった。上位頻
出形容詞は、「良い、多い、難しい、面白い、
上手い、高い」であった。頻出語が含まれる
記述に着目して、記述内容をさらに分析した
ところ、講義で学んだ理論や教授技術につい
て言及し、それらに対する気持ちや考えを述
べる記述が多いことが分かった。また、理論
や教授技術に照らし合わせながら、過去の学
習経験を振り返るとともに、実習生として教
壇に立ったときに、できることをイメージし



 

 

ていることが分かった。 
（2）質的研究結果 
 質的研究結果として、以下のことが明らか
になった。ステップ 1～5 の手順を踏んで得
られたマイセンテンスは、「自分がなれそう
な教師像の具体例をイメージする」であった。
次に、ステップ 6～9 において、データから
多様な側面を選び出し、パターンとして言い
表すとともに、各パターンを相互に交差させ、 
データから新たに浮かび上がってくる知見
を書きとめた。得られたパターンと交差の例
を以下に示す。 
 
表１：得られたパターン（Step 6、7） 
パターン 1：中高の授業は訳読中心でつまら
なかった。 
パターン 2：背景知識がないため、英文を読
めない経験があった。 
パターン 3：中高の授業で、プレ・リーディ
ング指導はほとんどなかった。 
パターン 4：英文を読む前の背景知識（内容
スキーマ）の活性化が内容理解を促進するこ
とを実感した。 
パターン 5：読む前に、題材について生徒の
興味・関心を喚起することが重要である。 
パターン 6：授業前の教師の十分な教材研究
と準備が重要である。 
パターン 7：3 段階の指導手順を意識しなが
らリーディングの授業を組み立てたい。 
パターン 8：様々な指導法を知り、訳読だけ
ではない授業の工夫をしたい。 
 
表２：交差の例(P1) (Step 8) 
P1×2：英文を訳せることが、英文内容を理解
することにはならない。  
P1×3：訳読中心の授業では、読む前に題材内
容の指導をする必然性はない。  
P1×4：訳読授業がつまらないのは、英文の背
景知識がなく内容が分からないからだ。 
P1×5：訳読授業がつまらないのは、題材に興
味をもてないからだ。  
P1×6：訳読中心の授業は、教師にとって指導
が簡単だ。  
P1×7：訳読中心の授業がつまらないのは、授
業に流れがなく、変化がつけられないからだ。 
P1×8：訳読授業がつまらないのは、一つの指
導法だけで授業が単調になるからである。  
 
 その後，ステップ 10～14 において、分析
者が保持しているフェルトセンスで用語を
選出し、概念を形成していった。理論の骨格
は以下のとおりである。履修生は、掲示板で
ふりかえりを書く際に、過去の自分の学習経
験のふりかえりをまず行う。その際、現在の
授業で学んでいる理論に関連する経験を探
す。対応する経験が見つかったら、過去の授
業の課題を分析し、授業で学んだ現在の理論
に基づいて問題点を説明することで、経験の
理由づけを行う。経験のふりかえりは、授業
で学んだ理論を各自が取り込むために、必要

な第一段階である。経験のふりかえりをし、
経験の理由づけをする過程で、過去の経験と
授業で学んだ理論をいったりきたりする。学
習者としての経験のふりかえりをし、経験の
理由づけができれば、理論を取り込むことに
なる。理論を取り込むことができれば、具体
的な教えるイメージを浮かべることができ
る。これは、自分が教師だったら（具体的に
は教育実習で教壇にたったら）、何ができる
か考えることである。具体的な教えるイメー
ジは過去の学習者としての自分と未来の教
師としての自分のイメージを「いったりきた
り」することで浮かんでくる。教師の卵とし
て、学習者と教師の視点を持ち、これら一連
の作業を毎時間繰り返し行っていくことで、
受講生は等身大の自分なりの教師像を固め
ていき、教師の卵として成長していくと考え
られる。 
（3）研究成果の意義 
 教職履修生にとって、専門性の向上のため
に、「行為のための省察（ reflection for 
action）」は意味があり、経験の少ない教師に
は、計画を述べたり、結果を予測したり、将
来の実践について省察したりする機会を与
える必要がある。本研究結果から、オンライ
ン掲示板とティーチング・ポートフォリオは、
受講生の絶え間ない省察を促し、教師として
の成長に寄与することが明らかになった。し
たがって、省察を核としたプログラムの意義
は十分に認められる。 
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